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音
韻
史
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本
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に
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要

旨

日 本語の音節量につ い て

近
年
音
韻
論
研
究
で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
音
節
量」
の
観
点
か
ら
日
本

語
の
音
節
構
造
を
考
察
し 、
日
本
語
が
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も
2
モ
|

ラ
か
ら
な
る
重
音
節
へ
向
か
う
顕
著
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る 。
ま
た 、
こ
の
傾
向
が
ゲ
ル
マ
ン
系
諸
言
語
や
ラ
テ
ン
語
等
に
も
観

察
さ
れ
る一
般
性
の
高
い
現
象
で
あ
る
こ
と 、
こ
れ
ら
の
観
察
か
ら
日
本

語
の
記
述
に
も
「
モ
l

ラ」
だ
け
で
な
く
「
シ
ラ
ブ
ル」
と
い
う
音
韻
単

位
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
主
張
す
る 。

一
、

モ
l

ラ
と
音
節

(
1)

の
語
が
四
つ
の
音
声
単
位
か
ら
な
る
と
い
う
記
述
は
日
本
語
の
分
析
と

し
て
は
き
わ
め
て一
般
的
な
も
の
で
あ
る 。
こ
の
単
位
が 、
「
モ
l

ラ」 、
「
拍」

な
い
し
は
「
音
節」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る 。

窪

晴

薗

夫

白.
絡'
uw
L入
亡
法

σ・
字
国J
U守「
-蒲

n-
湖
MAd
醐潤
沫

日
本
語
の
記
述
に
モ
l

ラ
と
い
う
単
位
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地

注
ー

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が 、
一
方 、
(
1
a)
の
語
を
4
単
位 、
(
l
b)
を
3
単
位 、

(
1
C)
を
2
単
位
と
す
る
分
析
は
そ
れ
ほ
ど一
般
的
な
も
の
で
は
な
い 。
こ
の

分
析
は 、
(
l
b
/
C)
の
語
に
含
ま
れ
る
「
特
殊
拍」
ま
た
は
「
モ
|

ラ
音
素」

と
呼
ば
れ
る
4
要
素
す
な
わ
ち
促
音・
援
音・
長
音・
二
重
母
音
の
第二
要

注
2素

ー
が
通
常
の
「
子
音(の)
+
母
音(〈
こ
か
ら
な
る
「
自
立
拍」
と
は
音
韻
的

に
異
な
る
も
の
で 、
長
さ
の
単
位
と
し
て
は
自
立
し
て
い
て
も 、
ア
ク
セ
ン
ト

規
則
な
ど
他
の
音
韻
的
側
面
に
お
い
て
は
自
立
性
が
低
い
と
い
う
観
察
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り 、
特
殊
拍
を
直
前
の
自
立
拍
と
あ
わ
せ
て
1

単
位
と
数
え
る
分

析
で
あ
る 。
こ
の
単
位
は
ア
メ
リ
カ
の
音
声
学
者
町内-
F・
2w巾(日
宏叶)
が「立
旦戸

的
音
節」
(
Zoコ巾門-門田三一同
豆巾)
と
呼
ん
だ
も
の
に
等
し
く 、

音
声
学
的
基
準
で

は一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
単
位
と
さ
れ
る 。
と
こ
ろ
が 、
日
本
語
の
記
述
に

そ
1

ラ
と
な
ら
ん
で
こ
の
単
位
も
必
要
と
考
え
る
音
韻
論
的
立
場
で
は 、
こ
の

( 
ト4

7 



単
位
に
対
し
し
ば
し
ば
「
音
節」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
た
め
に 、
多
く
の
国

語
学
者
が
「
モ
1

ラ」
と
同
義
に
用
い
る
「
音
節」
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
に
な

る 。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
「
モ
1

ラ」
と
「
シ
ラ
ブ
ル」
と
い
う

2
つ
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る(
た
と
え
ば
「
東
京」
は
4
モ
|
ラ 、
2
シ
ラ

ブ
ル
か
ら
な
る) 。
た
だ
し
音
節
量
の
記
述
に
関
し
て
は
他
に
適
当
な
訳
語
が
見

あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら 、
シ
ラ
ブ
ル
の
持
つ
重
さ・
長
さ
の
意
味
で
「
音
節
量」

と
い
う
用
語
を 、
ま
た
そ
の
下
位
範
腐
と
し
て
「
軽
音
節」・
「
重
音
節」
な
ど

と
い
う
用
語
を
用
い
る 。

シ
ラ
ブ
ル
と
い
う
概
念
は 、
日
本
語
の
分
析
に
お
い
て 、
主
に
「
シ
ラ
ビ
ー

ム
方
言」
と
東
京
方
言
な
ど
の
「
モ
l

ラ
方
言」
の
音
調・
ア
ク
セ
ン
ト

規
則

の
記
述
に
有
意
義
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る(
柴
田
一
九
六
二) 。
た
と
え
ば
シ
ラ

ビ
l

ム
方
言
の一
つ
で
あ
る
鹿
児
島
方
言
で
は 、
語
(
句)
末
の
シ
ラ
ブ
ル
か 、

そ
の
直
前
の
シ
ラ
ブ
ル
だ
け
が
高
い
と
さ
れ
る 。
こ
の
音
調
規
則
で
は
特
殊
拍

に
あ
た
る
促
音・
嬢
音
な
ど
の
存
在
は
音
韻
的
に
全
く

意
味
を
持
た
ず 、
の〈(い

や
わ〈
〈
の立回
連
鎖
が
わ
ぐ
と
同
じ
機
能
し
か
果
た
さ
な
い 。
つ
ま
り
こ
の
方

言
の
音
調
規
則
で
は 、
「
東
京」・
「
観
光」
な
ど
の
語
が
「
選
挙」・
「
過
去」
な

ど
の
語
と
等
価
で
あ
る 。

(
N
)

白

什NH叫叫叫
(
掛
川刈)J

ドヒ礼叫
(
悩
嚇)

σ
・

叫ゴいhN
(
部
法)d

叫JN
(
臨
時)

一
方 、
モ
l

ラ
方
言
で
あ
る
東
京
方
言
で
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

核
三
の
位
置

は
原
則
と
し
て
モ
l

ラ
構
造
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
の 、
特
殊
拍
が
ア
ク
セ
ン

ト
核
を
担
え
な
い
た
め
に 、
特
殊
拍
に
付
与
さ
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト

核
は
直
前
の

自
立
拍
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る(
少
な
く
と
も
表
層
で
は
ピ
ッ
チ
下
降
が
特
殊
拍

の
直
後
で
は
な
く
自
立
拍
の
直
後
で
起
こ
る) 0
(
3)
に
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト

規
則

の
例
を 、
(
4)
に
複
合
語
ア
ク
セ
ン
ト

規
則
の
例
を
あ
げ
る 。
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(
3)
・

(
4)
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト

核
移
動
現
象
に
対
す
る
最
も
簡
潔
な
説
明

は 、
特
殊
拍
が
直
前
の
自
立
拍
と
ま
と
ま
っ
て一
つ
の
音
韻
単
位
を
構
成
す
る

注
3

と
み
る
分
析
で
あ
り(
玄nn
g三
3
5
a 、
早
田
一
九
九
二) 、
こ
の
単
位
が
音
声

学
で
定
義
さ
れ
る
d
E
ZR
と
い
う
単
位

||
E
Z
の
ぜ20
2zn
a一一白φ

σ
z ・

l!
と一
致
す
る
わ
け
で
あ
る 。
日
本
語
の
シ
ラ
ブ
ル
は 、
こ
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
担
い
手
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に 、
形
態
規
則
や
言
い
間
違
い
現
象
な
ど

の
説
明
に
不
可
欠
で
あ
り 、
次
節
以
下
で
述
べ
る
音
節
量
の
単
位
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
(
箆
薗
一
九
九
三
参
照) 。

二 、

音
節
量

ニ
・

一

定
義

「
モ
l

ラ」
と
「
シ
ラ
ブ
ル」
の
違
い
を
踏
ま
え
て 、
「
音
節
量」
(印三一白σ一巾

毛色問
戸
宅一一
与一巾
2E
EE
ミ)
と
い
う
概
念
を
簡
単
に
説
明
す
る
S
3
2
8

5
8) 。
「
音
節
量」
と
は 、
各
シ
ラ
ブ
ル
が
そ
の
内
部
構
造
に
よ
り
特
定
の「
重

さ」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
概
念
で
あ
り 、
開
音
節(O
宮口印可コ
与}巾)・
閉
音
節

(円-om
E
a一一
与一巾)
の
区
分
な
ど
と
同
じ
く
シ
ラ
ブ
ル
分
類
の一
つ
の
基
準
で

あ
る 。
し
か
し
こ
の
概
念
は 、
[
母
音
+
子
音]
の
内
部
構
造
を
問
題
に
す
る
点



日 本語の音節量につ い て

に
お
い
て
開・
閉
音
節
の
区
分
と
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
る 。
た
と
え
ば
短
母

音
と
長
母
音・
二
重
母
音
の
対
立
は
開・
閉
音
節
の
区
分
で
は
問
題
と
な
ら
な

い
が 、
音
節
量
に
よ
る
分
類
に
お
い
て
は 、
長
母
音
が
短
母
音
の
二
倍
の
重
さ

を
持
つ
と
い
う
形
で
関
与
し
て
く
る 。
ま
た
母
音
の
後
の
子
音
が
短
母
音
と
同

じ
重
さ
を
持
つ
も
の
と
さ
れ 、
こ
の
定
義
に
よ
り 、
長
母
音
を
含
む
開
音
節
が

[
短
母
音
+
子
音]
と
い
う
構
造
の
閉
音
節
と
同
じ
重
さ
に
分
類
さ
れ
る 。
こ
の

よ
う
な
定
義
か
ら 、
音
節
量
の
区
分
は
二
元
的
な
対
立
で
は
な
く 、
次
の
よ
う

に
軽
音
節・
重
音
節・
超
重
音
節
と
い
う
三
元
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る 。
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(
5)
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
重
音
節・
軽
音
節
の
概
念
は 、
日
本
語
の
記
述

に
お
い
て
長
音
節(}O
括的可
EZ巾)・
短
音
節(印
ぎユ
笠一白豆巾)
と
呼
ば
れ
て
き

た
も
の
と
対
応
す
る(
冨円。由
主
4
5吋∞) 。
長
音
節
と
は
短
音
節
の
2

倍
の
長

さ(H
重
さ)
を
有
す
る
シ
ラ
ブ
ル
で
あ
る 。
こ
の
二
種
類
の
シ
ラ
ブ
ル
に
加
え 、

こ
れ
ま
で
の
日
本
語
研
究
の一
部
は
3
モ
l

ラ
分
の
長
さ
を
持
つ「
超
重
音
節」

(凹
与R
Z白〈
3
豆
島E・0〈巾吋一O
再
認-zzs
を
認
め
て
お
り 、
日
本
語
の
シ
ラ

ブ
ル
は
最
大
限
の〈〈円
と
い
う
構
造
を
と
り
う
る
と
分
析
し
て
い
る
(
服
部

一
九
五
八 、
柴
田
一
九
六
二) 。

従
来
の
シ
ラ
ブ
ル
研
究
で
は 、
超
重
音
節
を
な
す
と
さ
れ
る
3
モ
1

ラ
の
連

続
が
実
際
に
単一
の
シ
ラ
ブ
ル
を
成
し
て
い
る
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
が
ほ

と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
お
ら
ず 、
実
際
に
こ
の
タ
イ
プ
の
シ
ラ
ブ
ル
が
日
本
語
に

存
在
す
る
か
ど
う
か
検
証
さ
れ
て
い
な
い 。
ま
た
わ〈
構
造
か
ら
な
る
1
モ
1

ラ
の
シ
ラ
ブ
ル
が
現
代
日
本
語
で
も
無
標
の
シ
ラ
ブ
ル
構
造
で
あ
る
と
し
ば
し

ば
主
張
さ
れ
な
が
ら
も 、
こ
の
主
張
の
妥
当
性
が 、
歴
史
的
音
変
化
過
程
や
現

代
日
本
語
の
共
時
的
音
韻
過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
未

だ
検
証
さ
れ
て
い
な
い 。
後
述
す
る
よ
う
に(
四
節) 、
西
洋
の一言
語
に
つ
い
て

は
音
節
量
体
系
の
発
達
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し 、
日
本
語
の
音
節
量
体
系
に
つ
い
て
は 、
そ
れ
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う

に
発
達
し
て
き
た
か 、
ま
た
現
代
日
本
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
体
系
を
成
し

て
い
る
か
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る 。

二
・

二

日
本
語
の
音
節
量

歴
史
的
な
観
点
か
ら
日
本
語
の
音
節
量
を
な
が
め
る
と 、
上
代
日
本
語
が

(
6)
の
よ
う
な
の〈
シ
ラ
ブ
ル
を
基
本
構
造
と
し
て
い
た
事
実
や 、
重
音
節
の

生
成
に
つ
な
が
る
連
母
音
の
発
生
を
忌
避
し
て
い
た
現
象
(
7)
か
ら
(
金
田

一
一
九
七
六 、
小
松
一
九
八
二 、
当
時
の
日
本
語
に
と
っ
て
軽
音
節
が
無
標

の
音
節
構
造
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る(q
H
シ
ラ
ブ
ル 、
E
H

モ
l

ラ) 。
ま
た
こ
の
時
代
の
日
本
語
で
は
モ
l

ラ
と
シ
ラ
ブ
ル
が
完
全
に一
致

し
て
お
り 、

両
者
を
区
別
す
る
必
要
も
な
い
も
の
と
恩
わ
れ
る 。
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σ-
a
時
翠
ゆ
(
ぬ
附
吊)
怪
附
会)

口同間四印
+
-r-
↓
ロ
丘町巾
E
(
畑、価H
沼畑山明)

n・
砲
略
語
叫附

釦「白
十
一印。
↓
白コ凹O
(
減
議)

そ
の
後
の
日
本
語
で
は
後
述
の
理
由
か
ら
2
モ
!

ラ
か
ら
な
る
重
音
節
が
か

な
り
広
範
囲
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の 、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
も
軽

音
節
が
重
音
節
よ
り
は
る
か
に
頻
度
が
高
い
と
い
う
事
実
(
8)
は
変
わ
ら
な

い
(
窪
薗
一
九
九
二) 。

(∞)
白-
m
同
世一
本
翼
活
HA一同

σ・
爾
剛
容一
一剛
時
国司Hω一日

こ
の
事
実
は 、
上
代
日
本
語
の
傾
向
が
現
在
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が 、
日
本
語
の
歴
史
的
音
変
化
に
お
い
て
軽
音
節
が

無
標
の
構
造
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い 。
音
節
量
に
直
接
影
響
を
及
ぽ
す
音
変
化
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
母
音

や
子
音
の
添
加(
長
音
化)
と
脱
落(
短
縮)
で
あ
り
(
窪
薗
一
九
八
三) 、
次
節

以
下
で
見
る
通
り 、
日
本
語
で
起
こ
っ
た
こ
の
種
の
音
変
化
を
分
析
し
て
み
る

と 、
軽立田
節
か
ら
重立日
節
を
作
り
出
す
性
絡
の
も
の
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ

か
る 。
ま
た
現
代
日
本
語
の
共
時
的
音
韻
過
程
に
お
い
て
も 、
軽
音
節
よ
り
重

音
節
の
方
が
無
標
の
シ
ラ
ブ
ル
構
造
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
知
見
が
得

ら
れ
る 。

、
史
的
音
変
化
と
音
節
量

=
7
一

音
節
量
過
程
と
し
て
の
音
便

シ
ラ
ブ
ル
構
造
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
音
変
化
で
最
大
規
模
の
も
の
は
平
安
時

代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
音
便
で
あ
ろ
う 。
(
9)
に
4

種
類
の
音
便
と
そ
の
例

を
あ
げ
る
(
金
田一
一
九
七
六 、
小
松
一
九
八
二 。
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n-
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↓
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↓
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(
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崎
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↓
505w(
議JU
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お
↓
VS円円巾(
端。
ペ)

こ
の
音
変
化
を
モ
|

ラ
単
位
の
変
化
と
し
て
捉
え
る
と 、
「
子
音・
母
音
の
脱

落」
と
い
う
解
釈
し
か
出
て
こ
な
い 。
こ
の
解
釈
で
は
子
音
の
脱
落
と
母
音
の

注
4

脱
落
に
ど
の
よ
う
な
共
通
原
理
が
働
い
て
い
る
の
か
明
示
化
で
き
ず 、
ま
た
そ

れ
ら
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で「
音
便(
H

簡
便
な
発
音
こ
を
生
み
出
す
の

か
明
ら
か
で
な
い 。
こ
れ
に
対
し 、
こ
れ
ら
の
変
化
を
シ
ラ
ブ
ル
レ
ベ
ル
の
変

化
と
し
て
捉
え
る
と 、
統一
的
な
説
明
が
可
能
と
な
る 。
す
な
わ
ち
音
節
量
と

い
う
観
点
か
ら
見
る
と 、
(
9)
の
変
化
は
モ
l

ラ
構
造
を
変
え
ず
に
軽
音
節
の

連
続
を
重
音
節
に
変
え
る
(
叩)
の
よ
う
な
働
き
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。

(
呂)
よ
附
強J
q
時
宿
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こ
の
よ
う
に
音
便
と
い
う
現
象
が
軽
音
節
か
ら
重
音
節
へ
と
い
う
シ
ラ
プ
ル

構
造
の
改
編
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は 、
子
音
の
脱
落
に
よ
っ
て
母
音

連
続
を
産
出
す
る
場
合
で
も 、
[白一]
や
[
巳]
の
よ
う
な
同一
シ
ラ
ブ
ル
に
属

す
る
連
母
音
だ
げ
を
産
出
し 、
[
5]
や
[一O]
の
よ
う
な
2
シ
ラ
ブ
ル
に
ま
た

が
る
連
母
音
を
産
出
し
て
い
な
い

||
言
い
換
え
る
な
ら
ば
ア
音
便
や
オ
音
便

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
な
い

||事
実
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
る 。

日 本語の音節量につ い て

三
・

こ

そ
の
他
の
音
変
化

こ
こ
で
音
便
以
外
の
音
変
化
に
目
を
転
じ
て
み
る
と 、
通
時
的
な
音
声
過
程

に
重
音
節
を
軽
音
節
に
変
え
る
効
果
を
持
っ
た
も
の
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る 。

た
と
え
ば
(
ロ)
の
よ
う
な
子
音
の
脱
落
も
多
く
の
場
合
に 、
重
音
節
の
生
成

と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す 。

(
ロ)
白・
[W白宅一]
↓
[W
巳]
(
澗)

σ・
[円。
さo
E]
↓

[
Z
2
C]
↓
[円OH
E]
(
悩
が)

n・
[白}内白
}C]
↓
[白}内
包]
(
沸τ)

ま
た
母
音
融
合
や
代
償
延
長
な
ど
の一
層
複
雑
な
音
変
化
過
程
(
日)
を
見

て
も(
小
松
一
九
八
て
2
児「
】由∞由) 、
重
音
節
構
造
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も 、
逆
に
そ
れ
が
他
の
音
節
量
構
造
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で

+め
ヲQ。

]{ω)
 白
[W巾⑮己]
↓
[
EC]
↓
[r
g]
↓
[
εoH]
(
今回)

σ
[担。
昌一]
↓
[白
三〕一]
↓
[白00己
↓
[UHOニ
↓[。HC-](
剖)

n-
F
R
E
E]
↓

[r
賢
官
辻O](
議
〉)

日
本
語
の
歴
史
的
音
変
化
過
程
の
中
で
音
節
量
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
が 、

一
貫
し
て
軽
音
節
を
重
音
節
に
変
え
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
知
見
は 、

上
代
日
本
語
の
音
節
構
造
が
わ〈
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
当
然
の

結
果
と
も
見
え
る 。
つ
ま
り 、
日
本
語
に
限
ら
ず
言
語一
般
に 、
音
節
量
に
変

化
を
及
ぽ
す
基
本
的
な
過
程
が
母
音
や
子
音
の
添
加(
長
音
化)
と
脱
落(
短
縮)

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
と 、
(い〈
と
い
う
音
節
構
造
の
連
鎖
に

こ
れ
ら
の
変
化
の
い
ず
れ
が
起
こ
っ
て
も 、
軽
音
節
か
ら
重
音
節
が
生
み
出
さ

れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
こ
の
音
節
量
変
化
が
か
な
り

生
産
的
に
起
こ
り 、
現
代
日
本
語
の
約
二
五
%
の
シ
ラ
ブ
ル
が
重
音
節
で
あ
る

と
い
う
(
8)
の
事
実
を
考
え
る
と 、
日
本
語
の
歴
史
に
軽
音
節
か
ら
重
音
節

へ
と
向
か
う
カ
が
強
く

働
い
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い 。
ま
た 、
上
代
日

本
語
で
は
連
母
音
を
避
け
て
軽
音
節
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向

||
上
記

(
7)

||
が
観
察
さ
れ
る
の
に
対
し 、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
そ
の
後
の
日
本
語

に
ほ
と
ん
ど
観
察
さ
れ
ず 、
音
便
な
ど
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
重
音
節
を
軽
音

節
に
戻
そ
う
と
す
る
現
象
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も 、
こ
の
解
釈
の
妥
当

性
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

三
・

三

現
代
日
本
語
の
音
節
量

日
本
語
の
音
節
量
体
系
が
軽
音
節
か
ら
重
音
節
へ
と
そ
の
無
標
構
造
を
変
え

て
き
た
こ
と
は 、
軽
音
節
か
ら
重
音
節
を
生
み
出
す
過
程
が
現
代
日
本
語
の
音

韻
体
系
内
に
広
範
囲
に
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る 。
た
と
え
ば

(
H)
の
よ
う
な
漢
語
に
お
け
る
高
母
音
脱
落
現
象
は 、
歴
史
的
過
程
は
と
も
か

く
も 、
現
代
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
お
い
て
は
軽
音
節
の
連
続
を
促
音
化
に
よ

11  



注
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り
の〈わ
(
重
音
節)
に
変
え
る
共
時
的
効
果
を
持
っ
て
い
る 。

(
工)
白-
AW
薄一
宮
Eroo
↓
m阿阻
害。。

σ・
守
号一
grzk山、。rc
↓
grrv『orc

n・
験計
時一円
2cro
E
↓
gwro
z

漢
語
の
促
音
と
な
ら
ん
で
興
味
深
い
の
が
外
来
語
に
見
ら
れ
る
促
音
で
あ

る 。
外
来
語
で
は 、
短
母
音
の
後
に
促
音
が
添
加
さ
れ
(
日
a) 、
長
母
音・
二

重
母
音
の
後
(
日
b)
や
鼻
音
の
前
(
日
C)
で
は
添
加
さ
れ
な
い 。

(
ロ)

印
-
n
ロ
匂

iv

uq
，y

刈

σ・
2
弓
↓
uq
l
u刊

n-
n白コ

沿
い、、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
日
本
語
は
開
音
節
言
語
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も

と 、
暗
黙
の
う
ち
に
軽
音
節
を
無
標
の
過
程
と
捉
え 、
(
日
a)
を
有
標
な
現
象

と
み
な
し
て
き
た 。
と
こ
ろ
が
音
節
量
の
変
化
と
し
て
捉
え
る
と 、
(
日)
の
変

化
は
す
べ
て
重
音
節
化
の
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る 。
す
な
わ
ち(
日

a)
で
は
促
音
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
重
音
節
を
生
成
し 、
(
日
b
/
C)
で

は 、
逆
に
促
音
を
添
加
し
な
い
こ
と
に
よ
り 、
同
じ
2
モ
|

ラ
シ
ラ
ブ
ル
を
生

成
し
て
い
る 。
(
日
a)
で
促
音
化
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
軽
音
節
(
カ
プ)が
生

成
さ
れ 、
(
日
b
/
C)
で
促
音
化
が
起
こ
れ
ば
3
モ
l

ラ
か
ら
な
る
超
重
音
節

(
カ
l
ッ
プ 、
カ
ツ
ン)
が
生
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
ま
た
同
様
の
分
析
が
母

音
の
無
声
化
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
(
窪
薗
一
九
九
三
参
照) 。

現
代
日
本
語
の
音
節
量
に
つ
い
て
は 、
軽
音
節
の
連
続
を一
つ
の
重
音
節
に

変
え
よ
う
と
す
る
傾
向
に
加
え 、
三
モ
l

ラ
か
ら
な
る
シ
ラ
ブ
ル(
H

超
重
音
節)

の
生
起
を
思
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く

必
要
が
あ

る 。
3
モ
|

ラ
シ
ラ
ブ
ル
は
も
と
も
と
日
本
語
に
は
な
か
っ
た
シ
ラ
ブ
ル
構
造

で 、
ま
た
漢
語
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が
英
語
な
ど
か

ら
借
用
さ
れ
た
外
来
語
に
は 、
そ
の
ま
ま
借
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
[
長
母
音

(
二
重
母
音)
+
媛
音]
と
い
う
構
造
の
3
モ
1

ラ
シ
ラ
ブ
ル
を
形
成
す
る
は
ず

の
も
の
が
少
な
く
な
い 。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
多
く
は
(
M
a)
の
よ
う
に
母

音
を
短
縮
す
る
か 、
あ
る
い
は
(
M
b)
の
よ
う
に
鼻
音
の
後
ろ
に
母
音
を
添

加
す
る
こ
と
に
よ
り 、
3
モ
l

ラ
シ
ラ
ブ
ル
の
生
起
を
思
避
し
よ
う
と
し
て
い

る 。

同-
ny
gm巾
↓

凶作h凶ドhhwbd
h刷
3
5仏
↓
、

NHNNK
ア

-n巾円一円
gi
s
--
U14
uN
UYJ」(
l)
い\

σ-
wm
2
2
5
↓
uwよ
いN
uyJ」
l
kyd
門
2
5
↓
ホ
l
ky

ま
た
(
日
b
/
C)
の
現
象
も
(
凶
a)
の
現
象
と
同
じ
性
格
の
も
の
で 、

3
モ
|

ラ
シ
ラ
ブ
ル
の
生
成
を
阻
止
す
る
た
め
に
促
音
添
加
を
阻
止
し
た
も
の

と
解
釈
で
き
る 。

(
日)
の
規
則
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
現
代
日
本
語
に
は「(
デ)
ザ
イ
ン」 、
「(
お

ば
あ)
さ
ん
つ
(
子
こ
の
よ
う
に
3
モ
1

ラ
シ
ラ
ブ
ル
と
思
え
る
モ
l

ラ
連
続

が
少
な
か
ら
ず
観
察
さ
れ
る 。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト

構
造

(
口)
を
分
析
し
て
み
る
と 、
多
く
の
場
合
に
単一
の
シ
ラ
ブ
ル
を
構
成
す
る
の

で
は
な
く 、

(
時)
の
よ
う
に
2
シ
ラ
ブ
ル
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
(
窪
薗
一
九
九
三) 。

(
コ)
白

刈
4・
よ
い\一

刈
牛，よ
い\
JJ
UY
↓

山w-
よ
v、一

ゅ
よ
い\.
uq
q
↓

σ.

斗
、
4
1

A『
V\，y

.
u

同
町)

え
い\
、
よ
亡

、
u
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刈
44・
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刈
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川刊
(dwよ
い\三一)

↓
斗
二
l
牛
い\
J
Y
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H
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U
ト
リ
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守切
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、
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u
(
酒
3
4
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四 、

音
節
量
変
化
の
普
遍
性

日 本語の音節量につ い て

四
・

一

他
の
言
語
に
お
け
る
音
節
量
変
化

前
節
ま
で
の
議
論
か
ら 、
日
本
語
は
歴
史
的
に
も
共
時
的
に
も 、
軽
音
節
の

連
続
か
ら
重
音
節
を
生
み
出
す
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
そ
の一

方
で 、
現
代
日
本
語
の
外
来
語
借
用
な
ど
に
見
ら
れ
る
音
変
化
過
程
を
考
察
す

る
と 、
3
モ
l

ラ
か
ら
な
る
超
重
音
節
の
生
起
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向

が
う
か
が
え
る 。
こ
れ
ら
の
傾
向
は 、
日
本
語
の
音
節
が
音
節
量
体
系
に
お
い

て
中
間
的
構
造
で
あ
る
重
音
節
へ
と
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る 。

一
見
関
係
な
い
よ
う
に
思
え
る
い
く
つ
か
の
現
象
に
統一
的
な
説
明
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
知
見
で
あ
る
が 、
こ
の
問
題
が
さ
ら
に
興
味
深
い
こ

と
は 、
同
じ
音
節
量
体
系
の
推
移
傾
向
が
日
本
語
と
は
系
統
の
異
な
る
複
数
の

言
語
に
も
観
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る 。

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
諸
言
語
に
お
け
る
音
節
量
体
系
の
推
移

||
音
量
推
移

2
5
5
qm
E
S

--
を
分
析
し
た
E印印(同恒
三)"
」F
3
20コ(】由∞C)噌
窪
薗
二

九
八
三 、一
九
八
八)
に
よ
る
と 、
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
や
ラ
テ

ン
系
の
言
語
に 、
重
音
節
を
好
む
傾
向
が
広
範
囲
に
観
察
さ
れ
る 。
た
と
え
ば

ラ
テ
ン
語
で
は 、
古
典
ラ
テ
ン
語
期
か
ら
俗
ラ
テ
ン
語
期
に
至
る
期
聞
に 、
閉

音
節
に
お
け
る
長
母
音
の
短
音
化
と 、
開
音
節
に
お
け
る
短
母
音
の
長
音
化
と

い
う 、
分
節
素
の
変
化
と
し
て
は
逆
の
効
果
を
持
つ
二
つ
の
音
変
化
(
日)
が

起
こ
っ
た 。
こ
の一
連
の
母
音
音
量
変
化
は 、
母
音
の
長
短
を
音
韻
的
な
対
立

か
ら
音
声
的
な
も
の(
異
音
差
異)
に
変
え
る
と
同
時
に 、
三
元
的
な
対
立
を
し

て
い
た
古
典
期
の
音
節
量
体
系
を 、
重
音
節
と
い
う
中
間
の
音
節
量
に
統一
す

る
効
果
を
持
っ
て
い
た
(
ド
ッ
ト\

\
は
シ
ラ
ブ
ル
境
界
を
表
す) 。

(
巴)

昨
港
中
山下
い\
醐

珍
W
山甲
U\
醐

国-

搬
剛
容一

3
g

吋O・
g

.
巧
Z巾で

σ・
岡
崎
国司一

mo--cm

mo-
Em

--0
5
ぞ .

何回門・門出

関口同・門出

バ日HBOU-
muoぺ

円

酌
剛
附
同司一
印丹巾
こ即

位巾一-
g

wm門出「.

ラ
テ
ン
語
に
起
こ
っ
た
音
量一
推
移
と
そ
れ
に
伴
う
音
節
量
の
統一
現
象
は 、

ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
も
明
確
な
足
跡
を
残
し
て
い
る 。
た
と
え
ば
西
ゲ
ル
マ
ン
語

派
に
属
す
る
英
語
で
は 、
強
勢
が
置
か
れ
る
開
音
節
に
お
い
て
母
音
が
長
音
化

し 、
そ
の一
方
で
閉
音
節
の
長
母
音
が
短立固
化
し
た
こ
と
に
よ
り 、
軽
音
節
が

重
音
節
へ
(
m
a) 、
超
重立日
節
が
重
音
節
へ
(
m
b)
と
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
て

注
6

い
っ
た 。

(NO)
 白-
Z
↓
}dm-
Z ・

ロ削・
口dm
14・
ロ削

ロズw .コ白
口戸
角川

σ-
r
s・
5
↓
百℃-
R

d巾匂ぺ
(〈凹・

百
円)
2 .
E
3 .)

向。ロ
↓

m
g

.m
g
R
(〈∞-
mo u阿
久)

四
・

二

日
本
語
と
の
比
較

ラ
テ
ン
語
や
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
諸
言
語
に
日
本
語
と
共
通
し
た
音
韻
原

理
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
点
で
あ
る
が 、
こ
れ
ら
の
言
語

と
日
本
語
の
音
節
量
変
化
の
聞
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 。
ま
ず
第一
に 、
音
節
量
変
化
の
出
発
点
が
異
な
っ
て
い
る 。
ラ

テ
ン
語
な
ど
の
言
語
で
は 、
音
節
量
変
化
が
始
ま
る
段
階
で
軽
音
節・
重
音
節・
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超
重
音
節
と
い
う
3
つ
の
タ
イ
プ
の
音
節
が
存
在
し
て
い
た 。
つ
ま
り
音
節
量

の
対
立
が
あ
っ
た 。
こ
れ
に
対
し
日
本
語
の
場
合
に
は 、
母
音
の
長
さ
が
弁
別

的
で
な
か
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て 、
そ
の
よ
う
な
音
節
量
の
対
立
は
な
く 、

軽
音
節(わ
さ
だ
け
し
か
存
在
し
な
か
っ
た 。
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
た
め

に 、
ラ
テ
ン
語
な
ど
で
は
中
間
的
な
音
節
量
へ
統一
す
る
形
で
音
節
構
造
の
重

音
節
化
が
進
み 、
日
本
語
で
は
軽
音
節
を
重
音
節
に
変
え 、
ま
た(
外
来
語
に
お

い
て)
超
重
音
節
の
発
生
を
抑
制
す
る
形
で
重
音
節
化
が
進
展
し
て
い
っ
た 。
第

二
に 、
ラ
テ
ン
語
な
ど
と
日
本
語
で
は 、
軽
音
節
を
重
音
節
へ
と
変
え
る
具
体

的
な
過
程
が
異
な
っ
て
い
る 。
ラ
テ
ン
語
な
ど
で
は
短
母
音
を
長
母
音
化
す
る

こ
と
に
よ
り
重
音
節
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
が 、
日
本
語
で
は
母
音・
子
音
の
脱

落
や
連
母
音
の
融
合
な
ど
の
変
化
を
通
じ
二
つ
の
シ
ラ
ブ
ル
を一
つ
の
シ
ラ
ブ

ル
に
融
合
す
る
と
い
う
手
段
に
よ
り
重
音
節
を
生
成
し
て
い
る 。
ラ
テ
ン
語
な

ど
の
諸
言
語
と
日
本
語
が
こ
の
よ
う
に
異
な
る
手
段
を
と
っ
た
の
は 、
上
で
述

べ
た
音
節
量
変
化
の
出
発
点
に
お
け
る
言
語
体
系
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る 。

す
な
わ
ち 、
ラ
テ
ン
語
な
ど
で
は
母
音
の
音
量
対
立
が
あ
っ
た
た
め
に 、
短
母

音
を
長
母立固
化
す
る
こ
と
に
よ
り
音
節
全
体
を
軽
音
節
か
ら
重
音
節
へ
変
え
る

こ
と
が
で
き
た
が 、
母
音
の
音
量
対
立
が
な
か
っ
た
日
本
語
で
は
そ
の
よ
う
な

選
択
が
許
き
れ
ず 、
二
つ
の
軽
音
節
を
融
合
す
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る 。

四
・

三

重
音
節
の
謎

日
本
語
の
音
節
構
造
の
変
遷
を
こ
の
よ
う
に
音
節
量
の
観
点
か
ら
解
釈
す
る

と 、
次
の
2
つ
の
問
題
が
基
本
的
な
疑
問
と
し
て
残
る 。
ま
ず
第一
に 、
な
ぜ

多
く
のき口
語
に
お
い
て
重
音
節
が
無
標
の
音
節
構
造
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ

ろ
う
か 。一
言
語
の
系
統
を
超
え
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
と
す
れ
ば 、

そ
の
共
通
の
要
因
を
人
間
の
生
理
構
造
や
認
知
構
造
な
ど
に
求
め
る
必
要
が
出

て
く
る 。
第
二
に 、
音
便
な
ど
の
音
節
量
変
化
が
始
ま
る
前
の
日
本
語(
つ
ま
り

上
代
日
本
語)
は
な
ぜ
軽
音
節
と
い
う
有
標
の
音
節
体
系
を
有
し
て
い
た
の
か 。

日
本
語
が
ラ
テ
ン
語
な
ど
と
同
じ
く
重
音
節
を
無
標
の
音
節
構
造
と
し
て
お

り 、
歴
史
的
に
有
標
構
造
を
無
標
構
造
へ
変
え
る
方
向
に
発
展
し
て
き
た
と
い

う
考
え
方
は 、
通
時
的
変
化
の
説
明
と
し
て
は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
も 、

共
時
的
な
観
点
か
ら
み
る
と
説
得
力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
こ
れ
ら
の

2
つ
の
問
題
は
い
ず
れ
も
今
後
詳
細
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
ま

で
の
研
究
か
ら
次
の
よ
う
な
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る 。

ま
ず
最
初
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
日
本
語
で
も
英
語
で
も
言
語
獲
得
期
の
乳

幼
児
の
言
語
で
重
音
節
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が
興
味
深
い 。
日
本
語
の

場
合 、
親
が
乳
幼
児
に
対
し
て
用
い
る
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
(
ヨ
2
Z
3
お)
に
重
音

注
7

節
が
き
わ
め
て
多
い 。
ま
た
英
語
の
場
合
で
も 、
重
音
節
が
軽
音
節
よ
り
先
に

獲
得
さ
れ 、
ま
た
軽
音
節
の
母
音
を
長
く
発
音
す
る
こ
と
に
よ
り
音
声
的
に
重

音
節
と
し
て
産
出
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
22
2
hF
E

EL2
5
5叶∞) 。

こ
れ
ら
の
報
告
は 、
軽
音
節
や
超
重
音
節
に
比
べ
重
音
節
が
発
音
し
や
す
い
音

節
構
造
で
あ
る
こ
と
と 、
重
音
節
化
が
音
韻
的
な
手
段
だ
け
で
な
く

音
声
的
な

手
段
で
も
達
成
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る 。

二
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
上
代
日
本
語
の
の
〈
シ
ラ
ブ
ル
が
音
声
的
に

は
重
音
節
で
あ
っ
た
可
能
性
が
存
在
す
る 。
ま
ず
上
代
日
本
語
は
現
代
日
本
語

よ
り
ア
ク
セ
ン
ト

型
が
多
く(
小
松
一
九
八
二 、
ま
た
単
音
節
語
の
割
合
も
現

在
よ
り
も
は
る
か
に
高
か
っ
た
こ
と
か
ら(
阪
倉
一
九
九
三) 、
中
国
語
の
よ
う

な
声
調
言
語
に
近
い
体
系
を
有
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る 。
一
般
に 、
ピ

ッ
チ
の
音
韻
対
立
が
豊
か
な
言
語
で
は
そ
う
で
な
い
言
語
よ
り
も 、
シ
ラ
ブ
ル

注
8

の
音
声
的
な
長
さ
が
長
く 、
ま
た 、
単
音
節
語
の
母
音
の
方
が
多
音
節
語
の
母

14 



日 本語の音節量に つ い て

音
よ
り
も
長
い
と
い
う
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
(門司

ロ
2
R

呂
田) 。
こ
れ
ら
の一
般
的
な
傾
向
を
日
本
語
の
歴
史
に
あ
て
は
め
て
考
え
る

と 、
上
代
日
本
語
の
母
音
の
方
が 、
現
代
日
本
語
の
母
音
よ
り
も
音
声
的
に
長

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ 。
つ
ま
り 、
上
代
日
本
語
の

母
音
は
母
音
の
音
量
対
立
が
な
か
っ
た
た
め
に
音
韻
的
に
は
短
母
音
で
あ
っ
た

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が 、
少
な
く
と
も
音
声
的
に
は
現
代
の
短
母
音
よ
り
長
か

っ
た
と
推
測
で
き
る 。
と
す
れ
ば 、
そ
の
母
音
を
含
む
シ
ラ
ブ
ル
は
音
声
的
に

は
重
音
節
か
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
こ
の
仮
説
が

正
し
け
れ
ば 、
単
音
節
語
か
ら
多
音
節
語
へ
と
い
う
語
構
造
の
変
化
と
ア
ク
セ

ン
ト

型
の
減
少
と
い
う
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l

構
造
の
変
化
に
よ
り 、
-
シ
ラ
ブ
ル
が

音
声
的
に
短
く
な
り
軽
音
節
化
さ
れ
て
い
く
中
で 、
重
音
節
を
保
と
う
と
す
る

力
に
よ
っ
て
音
使
な
ど
の
音
節
量
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

論
が
成
り
立
つ 。
つ
ま
り 、
シ
ラ
ブ
ル
の
短
縮
と
い
う
音
声
レ
ベ
ル
の
変
化
に

よ
っ
て
重
音
節
が
有
標
の
軽
音
節
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て 、
音

便
な
ど
の
音
韻
的
な
手
段
に
よ
っ
て
無
標
の
音
節
量
を
保
と
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
こ
の
仮
説
は
今
の
段
階
で
は
推
測
の
域
を

出
る
も
の
で
は
な
い
が 、
音
便
と
い
う
音
韻
的
な
意
味
で
の
音
節
量
変
化
が
始

ま
っ
た
時
期
が 、
単
音
節
語
か
ら
多
音
節
語
へ
と
い
う
急
激
な
語
構
造
変
化
が

起
こ
っ
た
時
期
と一
致
す
る
と
い
う
こ
と
や 、
上
で
述
べ
た
英
語
の
幼
児
に
見

ら
れ
る
音
声
的
な
重
音
節
化
の
現
象
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と 、
今
後
そ
の
詳
細

を
検
討
す
る
に
値
す
る
仮
説
で
あ
ろ
う 。

五、

結

語

本
稿
で
は 、
日
本
語
の
通
時
的・
共
時
的
音
韻
過
程
に 、
-
モ
|

ラ
か
ら
な

る
シ
ラ
ブ
ル(
軽
音
節)
の
連
続
を
重
音
節
に
変
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
観
察
さ

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た 。
現
代
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
お
い
て 、
重
音
節
は
た

し
か
に
軽
音
節
よ
り
数
の
上
で
は
劣
っ
て
い
る
が 、
通
時
的
に
み
る
と「
音
便」

や
子
音
の
脱
落
な
ど
の
音
変
化
に
よ
っ
て
そ
の
生
起
頻
度
は
高
く
な
っ
て
き
て

お
り 、
ま
た
現
代
日
本
語
の
共
時
体
系
に
お
い
て
も 、
「
高
母
音
脱
落
(
H

促
音

化
こ
と
い
う
音
声
過
程
ゃ 、
そ
の
予
備
的
過
程
と
し
て
の「
高
母
音
の
無
声
化」

に
よ
り 、
軽
音
節
か
ら
重
音
節
へ
の
移
行
が
生
産
的
な
音
声
過
程
と
し
て
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
る 。
こ
の一
方
で 、
現
代
日
本
語
に
は
外

来
語
な
ど
に
見
ら
れ
る
3
モ
|

ラ
か
ら
な
る
超
重
音
節
を
思
避
し
よ
う
と
す
る

強
い
傾
向
が
観
察
さ
れ
る 。
比
較
的
長
い
外
来
語
の
場
合
に
は 、
母
音
の
脱
落

と
い
う
手
段
や
重
子
音
化
の
忌
避
と
い
う
形
で
こ
の
有
標
構
造
を
回
避
し
よ
う

と
し 、
ま
た
短
い
外
来
語
で
も
2
シ
ラ
ブ
ル
化
す
る
形
で
こ
の
特
殊
な
タ
イ
プ

の
音
節
構
造
を
避
け
よ
う
と
す
る 。

こ
の
よ
う
に
日
本
語
の
シ
ラ
プ
ル
が 、
軽
音
節
や
超
重立日
節
か
ら
重
音
節へ

と
い
う
中
間
の
音
節
量
へ
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
は 、
実
は
日
本
語

の
個
別
言
語
的
現
象
で
は
な
く 、

英
語
や
そ
の
他
の
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
諸
言
語
に

「
音
量
推
移」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
き
た
傾
向
と一
致
す
る
も
の
で
あ
る 。
系
統

の
異
な
る
言
語
聞
に
こ
の
よ
う
な
共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は 、「
重
音

節」
と
い
う
音
節
量
が
普
遍
的
に
無
標
の
音
節
構
造
で
あ
り 、
ま
た
「
重
音
節

へ
の
収
束」
と
い
う
音
節
量
変
化
が 、
こ
の
無
標
構
造
へ
向
か
う
普
遍
的
な
音

韻
現
象
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と 、
日
本
語
の
音
韻
現
象
を
考
え
る
上
で 、
ま
た
音

韻
構
造・
現
象
の
普
遍
性
を
考
察
す
る
上
で 、
「
音
節
量」
と
い
う
概
念
が
き
わ

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
わ
か
る 。
「
音
節
量」
と
い
う
概
念
は 、
「
音

節
(
日
シ
ラ
ブ
ル
こ
と
い
う
音
韻
単
位
の
存
在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら 、
こ
の
「
音
節
量」
に
も
と
づ
く一

般
化
は 、
「
シ
ラ
ブ
ル」
と
い
う
音
韻
単
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位
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り 、
日
本
語
の
記
述
に
も
「
モ
l

ラ」

と
並
ん
で
「
シ
ラ
ブ
ル」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
知
見
が
得

ら
れ
る 。
逆
の
見
方
を
す
る
と 、
「
シ
ラ
ブ
ル」
と
い
う
韻
律
単
位
を
も
と
に「
音

節
量」
と
い
う
概
念
を
音
韻
記
述
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り 、
一
見
無
関
係
に

思
わ
れ
る
日
本
語
の
現
象
に
統一
的
な
説
明
が
可
能
と
な
り 、
さ
ら
に
は
日
本

語
と
他
の
言
語
に
共
通
す
る
音
韻
現
象
も
き
わ
め
て一
般
的
な
形
で
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る 。

謝
辞

本
稿
は
国
語
学
会
(
平
成
五
年
度
秋
季
大
会)
の
テ
!

?
別
発
表
会
「
音
韻
史
の
展

開」
で
口
頭
発
表
し
た
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
い
る 。
加
筆・
修
正
に
あ
た
っ
て
は

同
発
表
会
で
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト

が
有
益
で
あ
っ
た 。
本
研
究
は
平
成
5
年
度
文

部
省
科
研
費・
総
合
研
究(
A)
(C印ωC
己
宏)
と
奨
励
研
究(
A)
(
8
ごCM
g)
の

補
助
を
受
け
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

注
l

詳
し
く
は
穴
c
σ
ON
O
コ
O(一
九
八
九)、
窪
薗
二
九
九
二)
を
参
照。

注
2

特
殊
拍
(
モ
1

ラ立自
由来)
の
中
で
は
二
重
母
音
の
第
二
要
素
(
J)
が
も
っ

と
も
自
立
性
が
高
い
こ
と
か
ら 、
こ
の
要
素
を
自
立
拍
と
し
て
扱
う
研
究
者
も

多
い。

注
3
こ
の
分
析
に
対
す
る
批
判
と
し
て
上
野
ご
九
九
三)
参
照 。

注
4
立日
使
を
モ
|

ラ
レ
ベ
ル
の
現
象
と
し
て
み
る
立
場
で
は
小
松
ご
九
八
二
の

分
析
が
興
味
深
い。

注
5

た
だ
し
(
は)
の
漢
語
に
お
け
る
促
音
と
の
〈
の
交
替
に
つ
い
て、
前
者
を

基
底
形 、
後
者
を
派
生
形
と
捉
え
る
見
方
も
あ
る
(-
g
hw
玄
g
z
こ
Sω) 。

注
6

詳
細
に
つ
い
て
は
窪
蘭

ご

九
八
三、

一

九
八
八)
を
参
照。

注
7

た
と
え
ば
ワ
ン
ワ
ン 、
ポ
ン
ポ
ン 、
ハ
イハ
イ 、
マ
ン
マ 、
オ
ツ
キ 、
シ
ツ

コ
な
ど 。
詳
し
く
は
窪
薗(一
九
九=c
参
照 。

注
8

た
と
え
ば
ピ
ッ

チ
に
よ
る
音
韻
対
立
が
豊
富
な
現
代
中
国
語
で
は 、
通
常
の

発
話
速
度
に
お
け
る
1
シ
ラ
ブ
ル
の
長
さ
が
平
均ι
g
ヨ
お円
で
あ
り
(
望
月

一
九
八
三) 、
現
代
日
本
語
の
わ〈
シ
ラ
ブ
ル
の
約
三
倍
の
長
さ
を
持
っ
て
い

る 。
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